
「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」
と
は
、

醍
醐
天
皇
を
廃
す
る
企
て
を
し
た

と
し
て
大
宰

だ
ざ
い
の

権
帥

ご
ん
の
そ
ち

に
左
遷
さ
れ

た
右
大
臣
菅
原
道
真
の
生
涯
と
道

真
の
怨
霊

お
ん
り
ょ
う

の
仕
業
、
そ
し
て
京
都

北
野
社
の
創
建
を
あ
ら
わ
し
た
絵

巻
物
の
総
称
で
す
。
現
存
す
る
最

古
の
も
の
は
、
北
野
天
満
宮
所
蔵

の
国
宝
「

承

久

じ
ょ
う
き
ゅ
う

本
」
で
鎌
倉
前

期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

こ
の
絵
巻
は
そ
の
後
も
数
多

く
制
作
さ
れ
て
お
り
、
播
磨
地
域

に
も
優
れ
た
作
品
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
津
田
天
満
神
社
（
姫
路
市
）

に
伝
わ
る
重
要
文
化
財
「
津
田
本
」

は
、
鎌
倉
末
期
の
永
仁
六
年
（
一

二
九
八
）
に
藤
原
親
泰
が
施
入
し

た
三
巻
本
で
、
県
内
に
残
る
最
も

古
い
天
神
縁
起
絵
巻
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

こ
の
「
津
田
本
」
の
詞
書

こ
と
ば
が
き

や
絵

の
影
響
を
う
け
て
制
作
さ
れ
た
と

さ
れ
る
も
の
に
「
伊
保
庄
本
」
が

あ
り
ま
す
。
絵
巻
は
一
巻
の
み
で
、

「
津
田
本
」
の
下
巻
に
相
当
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
奥
書
に
よ
る
と

応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
に
「
播

磨
国
伊
保
庄
社
」
に
寄
進
さ
れ
た

も
の
で
す
。
寄
進
し
た
の
は
近
江

国
永
源
寺
（
現
、
滋
賀
県
神
崎
郡

永
源
寺
町
の
臨
済
宗
寺
院
）
の
僧

侶
、
霊
仲
禅
英
で
す
。
こ
の
絵
巻

は
、
い
つ
の
頃
か
「
伊
保
庄
社
」

を
出
て
江
戸
時
代
に
は
加
賀
国

梯
か
け
は
し

神
社
（
石
川
県
小
松
市
）
に

移
り
、
現
在
は
出
光
美
術
館
（
東

京
都
）
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
筆

者
は
、
曽
根
神
社
で
作
成
さ
れ
た

複
製
本
を
拝
見
し
ま
し
た
。 

播
磨
に
は
、
明
徳
二
年
（
一
三

九
一
）
と
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）

の
奥
書
を
持
つ
「
英
賀
あ

が

応
永
本
」

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
巻
の
う

ち
、
上
下
二
巻
が
「
津
田
本
」
の

系
統
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

英
賀
神
社
（
姫
路
市
）
に
は
こ
の

他
に
「
英
賀
永
正
本
」（
三
巻
）
も

伝
来
し
て
お
り
、
そ
の
奥
書
に
は
、

永

正

四

年

（

一

五

〇

七

）

に

美
作
国

み
ま
さ
か
の
く
に

小
吉
野

こ

よ

し

の

庄
し
ょ
う

内
真
壁
村
（
現
、

岡
山
県
勝
田
町
）
で
制
作
さ
れ
、

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
に
「
英

賀
東
林
泉
禅
庵
」
の
僧
侶
、
周
栄

記
室
禅
師
に
よ
っ
て
「
当
所
天
満

宮
」
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
天
神
縁
起
絵
は
、

南
北
朝
期
か
ら
室
町
・
戦
国
期
に

か
け
て
数
多
く
制
作
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
他
に
も
束
帯

そ
く
た
い

姿
で
怒
り

に
満
ち
た
表
情
を
示
す
「
束
帯
天

神
像
（
綱
敷
天
神
像
）
」
や
、
中
国

禅
僧
の
も
と
に
参
禅
し
た
天
神
が

法
衣

ほ

う

え

を
授
け
ら
れ
た
と
す
る
説
話

に
基
づ
く
「
渡
唐
天
神
像
」
な
ど

の
天
神
絵
も
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
室
町
・
戦
国
期
の
自
治

的
村
落
の
連
帯
を
担
う
場
で
は
、

天
神
に
因
ん
だ
「
連
歌
会
」
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
幅
広
い
階
層
に
そ

の
信
仰
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
天
神

（
社
）
は
、
怨
霊
で
あ
る
雷
神
か

ら
菅
原
道
真
と
い
う
人
格
を
祀
る

道
真
信
仰
へ
、
あ
る
い
は
菅
原
家

の
家
業
で
あ
る
学
問
神
と
し
て
も

崇
敬
さ
れ
、
現
代
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
で
す
。 

（
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員 

梶
木
良
夫
） 
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